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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成26年11月6日(2014.11.6)

【公開番号】特開2012-187228(P2012-187228A)
【公開日】平成24年10月4日(2012.10.4)
【年通号数】公開・登録公報2012-040
【出願番号】特願2011-52287(P2011-52287)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   3/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   3/10    　　　Ｒ
   Ａ６１Ｂ   3/14    　　　Ｍ
   Ａ６１Ｂ   3/12    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月18日(2014.9.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼の複数の眼底画像を異なる時間に取得する眼底画像取得手段と、
　前記被検眼の複数の断層画像を異なる時間に取得する断層画像取得手段と、
　前記被検眼の動き情報を、前記複数の眼底画像から測定する測定手段と、
　前記測定された動き情報と前記複数の断層画像の一部とを対応付ける対応付け手段と、
を有し、
　前記測定手段は、前記動き情報が対応付いている断層画像のうち前記動き情報が対応付
かない断層画像に時間的に近接する断層画像の動き情報に基づいて、前記対応付かない断
層画像の動き情報を測定することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記動き情報が対応付いている複数の断層画像の動き情報と、前記動き情報が対応付か
ない断層画像の動き情報とに基づいて前記複数の断層画像を合成する合成手段を更に有す
ることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記動き情報が対応付いている複数の断層画像の動き情報と、前記動き情報が対応付か
ない断層画像の動き情報とに基づいて前記複数の断層画像を用いて３次元断層画像を生成
する生成手段を更に有することを特徴とする請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記生成手段が、前記動き情報から前記複数の断層画像の位置情報を求め、前記求めら
れた位置情報に基づいて３次元断層画像を生成することを特徴とする請求項３に記載の撮
像装置。
【請求項５】
　前記断層画像取得手段による前記複数の断層画像の取得レートは、前記眼底画像取得手
段による前記複数の眼底画像の取得レートよりも大きいことを特徴とする請求項１乃至４
のいずれか１項に記載の撮像装置。
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【請求項６】
　前記断層画像取得手段の断層画像の前記取得レートが、前記眼底画像取得手段の眼底画
像の前記取得レートの整数倍であることを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記断層画像に対応付いている前記測定された動き情報をグラフとして表示手段に表示
させる表示制御手段を更に有することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載
の撮像装置。
【請求項８】
　前記動き情報が対応付いている断層画像のうち前記対応付かない断層画像に時間的に近
接する断層画像の動き情報に基づいて、前記対応付かない断層画像の動き情報を予測する
予測手段を更に有し、
　前記対応付け手段は、前記対応付かない断層画像と前記予測手段で予測した動き情報と
を対応付けることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　被検眼の複数の眼底画像を異なる時間に取得する眼底画像取得手段と、
　前記被検眼の複数の断層画像を異なる時間に取得する断層画像取得手段と、
　前記被検眼の動き情報を、前記複数の眼底画像から測定する測定手段と、
　前記測定された動き情報と前記複数の断層画像の一部とが対応付いている断層画像のう
ち前記動き情報が対応付かない断層画像に時間的に近接する断層画像の動き情報に基づい
て、前記対応付かない断層画像の動き情報を予測する予測手段と、
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１０】
　異なる時間に取得された被検眼の複数の眼底画像から前記被検眼の動き情報を測定し、
　前記測定した動き情報と、異なる時間に取得された前記被検眼の複数の断層画像の一部
とを対応付け、
　前記動き情報が対応付いている断層画像のうち前記動き情報が対応付かない断層画像に
時間的に近接する断層画像の動き情報に基づいて、前記対応付かない断層画像の動き情報
を測定することを特徴とする画像処理置の制御方法。
【請求項１１】
　前記動き情報が対応付いている複数の断層画像の動き情報と、前記動き情報が対応付か
ない断層画像の動き情報とに基づいて前記複数の断層画像を合成する工程を有することを
特徴とする請求項１０に記載の撮像装置の制御方法。
【請求項１２】
　前記動き情報が対応付いている複数の断層画像の動き情報と、前記動き情報が対応付か
ない断層画像の動き情報とに基づいて前記複数の断層画像を用いて３次元断層画像を生成
する工程を有することを特徴とする請求項１０又は１１に記載の撮像装置の制御方法。
【請求項１３】
　前記動き情報から前記複数の断層画像の位置情報を求め、前記求められた位置情報に基
づいて前記３次元断層画像を生成することを特徴とする請求項１２に記載の撮像装置の制
御方法。
【請求項１４】
　前記複数の断層画像の取得レートは、前記複数の眼底画像の取得レートよりも大きいこ
とを特徴とする請求項１０乃至１３のいずれか１項に記載の撮像装置の制御方法。
【請求項１５】
　前記断層画像の前記取得レートが、前記眼底画像の取得レートの整数倍であることを特
徴とする請求項１４に記載の撮像装置の制御方法。
【請求項１６】
　前記断層画像に対応付いている前記測定された動き情報をグラフとして表示させる工程
を有することを特徴とする請求項１０乃至１５のいずれか１項に記載の撮像装置の制御方
法。
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【請求項１７】
　前記動き情報が対応付いている断層画像のうち対応付かない断層画像に時間的に近接す
る断層画像の動き情報に基づいて、前記対応付かない断層画像の動き情報を予測する工程
を有し、
　前記対応付ける工程において、前記対応付かない断層画像と前記予測する工程で予測し
た動き情報とを対応付けることを特徴とする請求項１０乃至１６のいずれか１項に記載の
撮像装置の制御方法。
【請求項１８】
　異なる時間に取得された被検眼の複数の眼底画像から前記被検眼の動き情報を測定し、
　前記測定した動き情報と、異なる時間に取得された前記被検眼の複数の断層画像の一部
とを対応付け、
　前記動き情報が対応付いている断層画像のうち前記動き情報が対応付かない断層画像に
時間的に近接する断層画像の動き情報に基づいて、前記対応付かない断層画像の動き情報
を予測して、前記対応付かない断層画像と前記予測した動き情報とを対応付ける工程を有
することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１９】
　請求項１０乃至１８のいずれか１項に記載の撮像装置の制御方法の各工程をコンピュー
タに実行させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】撮像装置及び撮像装置の制御方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明に係る撮像装置は、被検眼の複数の眼底画像を異な
る時間に取得する眼底画像取得手段と、
　前記被検眼の複数の断層画像を異なる時間に取得する断層画像取得手段と、
　前記被検眼の動き情報を、前記複数の眼底画像から測定する測定手段と、
　前記測定された動き情報と前記複数の断層画像の一部とを対応付ける対応付け手段と、
を有し、
　前記測定手段は、前記動き情報の対応付いている断層画像のうち前記動き情報が対応付
かない断層画像に時間的に近接する断層画像の動き情報に基づいて、前記対応付かない断
層画像の動き情報を測定することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、上記課題を解決するために、本発明に係る撮像装置の制御方法は、異なる時間に
取得された被検眼の複数の眼底画像から前記被検眼の動き情報を測定し、
　前記測定した動き情報と、異なる時間に取得された前記被検眼の複数の前記断層画像の
一部とを対応付け、
　前記複数の断層画像の取得レートは前記複数の眼底画像の取得レートよりも大きく、
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　前記動き情報が対応付いている断層画像のうち前記動き情報が対応付かない断層画像に
時間的に近接する断層画像の動き情報に基づいて、前記対応付かない断層画像の動き情報
を測定することを特徴とする。
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